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1. グラム陽性細菌 Corynebacterium glutamicum 由来コハク酸排出輸送体 SucE1 を同
定し、コハク酸生産への有用性を示した。また、排出輸送体の機能解析に取り組
み、精製タンパク質を用いた in vitro 解析により SucE1 がコハク酸トランスポーターであ
ることを見いだした。 
2. グラム陰性細菌 Escherichia coli 由来コハク酸排出輸送体 YjjPB を同定し、コハク酸生
産への有用性を示した。更に、排出輸送体欠損株における物質生産能の相補を指標と
した排出輸送体の簡易評価系を確立した。 
3. グラム陰性細菌 Enterobacter aerogenes 由来ジカルボン酸排出輸送体 EaYjjPB を同
定し、コハク酸生産への有用性を明らかにした。更に、グラム陰性細菌とグラム陽性細菌
が異なるコハク酸排出システムを有することを示した。 
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